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Ｔ
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催
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ＪＴＢ
代表取締役　社長執行役員

エ
リ
ア
全
体
の
開
発
で
滞
在
・
消
費
拡
大

「
な
ら
で
は
」の
資
源
、魅
力
で〝
創
客
〟へ

トップ対談
宿
泊
業
の
人
財
確
保
に
働
き
が
い
改
革

地
域
に
観
光
の
プ
ロ
を
　

Ａ
Ｉ
活
用
も
鍵

―
―
旅
ホ
連
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
連
携
し

た
商
品
づ
く
り
と
は
。

　
宮
﨑
　
商
品
化
す
る
に
は
、
地

元
を
熟
知
し
熱
い
思
い
を
持
っ
て

い
る
旅
ホ
連
会
員
や
行
政
を
含
む

多
く
の
関
係
者
の
協
力
は
も
と
よ

り
、
客
観
的
に
物
事
を
俯
瞰
し
、

知
見
と
経
験
を
持
つ
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
プ

ロ
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
。
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Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
（
旅
ホ
連
）
の
２
０
２

５
年
度
通
常
総
会
が
６
月

日
に
大
阪
市
の
シ
ェ
ラ
ト
ン

都
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
。
総
会
に
先
立
っ
て
Ｊ
Ｔ

Ｂ
の
山
北
栄
二
郎
社
長
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
宮
﨑
光
彦
会

長
（
愛
媛
県
・
道
後
御
湯
）
に
対
談
を
お
願
い
し
た
。
ツ

ー
リ
ズ
ム
産
業
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て
、
地
域
づ
く

り
、
人
財
育
成
に
関
す
る
課
題
や
取
り
組
み
な
ど
を
語
り

合
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
―
―
は
じ
め
に
旅
行
・
観
光
市

場
の
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か
お

聞
き
し
た
い
。
（
司
会
・
編
集
部

・
向
野
悟
）

　
山
北
　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

て
、
多
く
の
人
が
動
く
よ
う
に
な

り
、
非
常
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い

る
。
国
内
旅
行
は
２
０
２
３
年
度

に
か
な
り
回
復
し
た
が
、

年
度

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
押
さ
れ
、
少

し
頭
打
ち
に
な
っ
た
感
じ
が
あ

る
。
旅
行
費
用
や
物
価
高
騰
の
影

響
に
加
え
て
、
観
光
地
の
混
雑
も

一
因
に
な
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
想
定
以
上
に

好
調
だ
。
コ
ロ
ナ
前
に
比
べ
て
欧

米
豪
が
強
い
と
い
う
傾
向
が
続
い

て
い
る
。
ア
ジ
ア
も
人
数
が
復
活

し
、
消
費
単
価
が
か
な
り
上
が
っ

て
い
る
印
象
だ
。

　
一
方
、
海
外
旅
行
は
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
レ
ジ
ャ
ー
目
的
は
コ

ロ
ナ
前
の
５
割
程
度
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
を
含
む

出
国
者
数
で
は
７
割
を
超
え
て
き

た
が
、
レ
ジ
ャ
ー
市
場
は
回
復
し

て
い
な
い
。特
に
価
格
の
影
響
で
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
な
ど
を
利
用
し
た
廉
価
な

近
場
へ
の
ツ
ア
ー
は
出
る
が
、
肝

心
の
欧
米
な
ど
へ
の
旅
行
が
伸
び

き
っ
て
い
な
い
。

　
宮
﨑
　
宿
泊
業
、
旅
ホ
連
会
員

に
つ
い
て
言
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
を

耐
え
、
乗
り
切
っ
た
と
い
う
自
信

が
感
じ
ら
れ
る
。
観
光
庁
の
「
地

域
一
体
と
な
っ
た
観
光
地
と
観
光

産
業
の
再
生
・
高
付
加
価
値
化
事

業
」に
多
く
の
エ
リ
ア
が
挑
戦
し
、

施
設
改
修
な
ど
に
よ
る
商
品
力
向

上
と
い
う
成
果
が
今
、
現
れ
て
き

て
い
る
。
お
客
さ
ま
の
満
足
度
向

上
に
着
実
に
結
び
つ
け
る
こ
と

で
、
国
内
旅
行
は
も
っ
と
活
性
化

す
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、

大
都
市
部
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ

る
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
海
外
か
ら

の
直
行
便
の
復
活
に
よ
り
、
「
ま

だ
ら
模
様
」
で
は
あ
る
が
、
地
方

部
へ
の
滞
在
も
増
え
て
き
た
。
桜

や
紅
葉
、
雪
景
色
な
ど
、
日
本
ら

し
さ
を
顕
著
に
体
感
で
き
る
と
こ

ろ
が
外
国
人
に
人
気
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
宿
泊
の
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
先
に
海

外
か
ら
の
予
約
が
入
り
、
相
対
的

に
日
本
人
の
予
約
が
取
り
づ
ら
い

と
い
う
地
域
も
出
て
き
て
い
る
。

　
―
―
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
関
税
政

策
な
ど
の
影
響
は
。

　
山
北
　
海
外
旅
行
に
は
、
や
は

り
為
替
の
影
響
が
大
き
い
。
ツ
ア

ー
価
格
だ
け
で
な
く
、
現
地
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
ト
が
上
が
っ
て

い
る
。
瞬
間
風
速
の
円
高
で
も
ツ

ア
ー
販
売
は
伸
び
る
。
円
高
の
基

調
が
も
う
少
し
定
着
し
て
く
れ
る

と
い
い
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
動
き

に
つ
い
て
は
予
測
不
能
だ
が
、
現

時
点
で
は
日
本
国
内
に
お
け
る
影

響
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
印
象

だ
。

　
―
―
４
月
に
開
幕
し
た
大
阪
・

関
西
万
博
が
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
る
。

　
宮
﨑
　
今
年
度
の
旅
ホ
連
総
会

は
、
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
大

阪
・
関
西
万
博
が
開
催
中
の
大
阪

で
行
う
。
私
は
１
９
７
０
年
の
大

阪
万
博
に
行
っ
た
が
、
未
来
に
対

す
る
明
る
い
希
望
を
持
て
た
こ
と

を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。
当
時
の

万
博
に
よ
り
団
体
旅
行
市
場
は
一

気
に
拡
大
し
た
。
そ
し
て
そ
の
翌

年
１
月
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
「
日
本
の

旅
を
変
え
ま
す
」
と
銘
打
ち
、
画

期
的
な
初
の
主
催
旅
行「
エ
ー
ス
」

の
販
売
を
開
始
し
た
。
国
内
旅
行

の
ブ
ー
ム
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た

と
い
え
る
。
今
年
の
万
博
を
契
機

に
個
人
・
団
体
旅
行
と
も
、
大
い

に
盛
り
上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

　
―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
は
じ

め
、
観
光
振
興
を
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
ツ
ー
リ
ズ
ム

産
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
観
光

地
域
づ
く
り
の
課
題
、
旅
ホ
連
の

取
り
組
み
は
。

　
宮
﨑
　
自
治
体
の
観
光
施
策

は
、
地
域
経
営
の
視
点
を
全
面
に

押
し
出
す
よ
う
に
な
り
、
稼
げ
る

地
域
、
稼
げ
る
産
業
を
ど
の
よ
う

に
育
成
す
る
か
に
力
点
が
置
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
方
の
人
口

減
少
、
若
年
層
の
都
市
流
出
を
食

い
止
め
る
に
は
、
働
く
場
を
つ
く

り
、
お
金
が
地
元
に
落
ち
る
仕
組

み
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。
観
光

を
通
じ
て
交
流
人
口
や
関
係
人
口

を
い
か
に
伸
ば
す
か
が
地
域
の
命

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
観
光
イ
ン
フ
ラ
へ
の

投
資
を
ど
う
す
る
か
、
高
付
加
価

値
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
提

供
す
る
か
、
自
治
体
と
地
元
の
産

業
界
が
共
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ

く
り
法
人
）
や
Ｄ
Ｍ
Ｃ
（
観
光
地

域
づ
く
り
会
社
）
も
、
入
込
客
数

や
消
費
額
、
税
収
な
ど
の
指
標
に

対
し
て
、
よ
り
実
践
的
で
効
果
的

な
動
き
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
旅
ホ

連
で
は
、
地
域
自
ら
が
新
し
い
お

客
さ
ま
を
創
造
す
る
た
め
、
「
送

客
か
ら
　
創
客
へ
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
い
る
。
そ
の
土
地
な
ら
で
は

の
資
源
、
魅
力
を
存
分
に
生
か
し

た
価
値
あ
る
商
品
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
連

携
し
て
企
画
造
成
、
販
売
促
進
し

て
い
く
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
昨
年
開
催
の

商
談
会
「
拡
大
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が

象
徴
的
だ
っ
た
。
旅
ホ
連
の

数

支
部
の
誘
致
宣
伝
委
員
長
ら
が
ビ

ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本

部
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ
ル
の
営
業
社

員
の
方
々
に
対
し
、
各
支
部
が
一

押
し
の
着
地
型
旅
行
商
品
を
厳
選

し
て
１
枚
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資

料
を
基
に
３
分
間
で
プ
レ
ゼ
ン
し

た
。

　
地
域
の
魅
力
紹
介
に
と
ど
ま
ら

ず
、
「
こ
の
商
品
な
ら
絶
対
に
売

れ
ま
す
！
」
と
い
う
レ
ベ
ル
ま
で

Ｊ
Ｔ
Ｂ
各
支
店
と
支
部
会
員
が
協

力
し
て
作
り
込
み
、
各
発
表
を
通

じ
刺
激
を
受
け
、
大
い
に
参
考
と

な
っ
た
。
そ
れ
ら
を
含
め
、
万
博

の
公
式
観
光
サ
イ
ト
に
は
１
１
０

０
件
余
の
体
験
型
商
品
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　
売
り
上
げ
＝
商
品
力
×
販
売
力

と
い
う
シ
ン
プ
ル
か
つ
目
標
達
成

が
難
し
い
数
式
に
愚
直
に
向
き
合

い
、
今
後
も
各
支
店
の
仕
入
れ
担

当
者
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、

「
な
ら
で
は
」
の
売
れ
る
コ
ン
テ

ン
ツ
開
発
を
さ
ら
に
支
援
、
推
進

し
て
い
き
た
い
。

　
―
―
山
北
社
長
は
観
光
地
域
づ

く
り
の
現
状
を
ど
う
見
て
い
る

か
。

　
山
北
　
ま
だ
ま
だ
魅
力
が
発
掘

さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
多
く
あ

る
。
今
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
情
報
発
信
が
非
常
に
活
発

で
、
世
界
的
に
何
か
ヒ
ッ
ト
す
る

と
、
そ
こ
に
人
が
集
中
す
る
。
こ

れ
は
日
本
の
魅
力
が
十
分
に
発
信

で
き
て
い
な
い
か
ら
だ
。
訪
日
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
方
誘
客
や
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
を
考
え
て

も
、
で
き
る
だ
け
広
い
エ
リ
ア
に

分
散
す
る
よ
う
な
情
報
発
信
が
必

要
だ
。

　
滞
在
先
に
お
け
る
消
費
も
十
分

と
は
言
え
な
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
旅
行
消
費
は
依
然
と
し
て
大
都

市
部
に
集
中
し
て
い
る
。
宮
﨑
会

長
か
ら
「
ま
だ
ら
模
様
」
と
い
う

話
が
あ
っ
た
が
、
地
域
間
で
か
な

り
の
差
が
あ
る
。
訪
日
外
国
人
の

旅
行
消
費
額
は
年
間
８
兆
円
を
超

え
、
ま
だ
ま
だ
増
え
て
い
く
と
思

う
が
、
地
方
に
付
加
価
値
の
高
い

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
る
こ
と

が
消
費
拡
大
の
課
題
だ
。

　
宿
泊
施
設
も
非
常
に
付
加
価
値

の
高
い
も
の
が
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
単
価
も
上
が
っ
て
き
て

い
る
が
、
さ
ら
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ

開
発
が
必
要
だ
。
観
光
施
設
も
同

様
で
、
日
本
は
観
光
施
設
の
入
場

料
が
非
常
に
安
い
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス

な
ど
に
行
け
ば
、
２
０
０
㌦
、
３

０
０
㌦
が
普
通
の
シ
ョ
ー
の
料
金

だ
が
、
日
本
で
も
こ
う
し
た
高
単

価
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
環
境
が
で
き
つ
つ
あ
る
の

で
、
地
域
の
魅
力
を
生
か
し
、
付

加
価
値
を
高
め
て
い
く
べ
き
だ
。

　
―
―
地
域
に
お
け
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

事
業
の
成
果
は
。

　
山
北
　
エ
リ
ア
全
体
の
開
発
が

テ
ー
マ
の
一
つ
だ
。
例
え
ば
、
沖

縄
で
は
、
大
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄
」
が
７
月

に
開
業
す
る
が
、
沖
縄
北
部
地
域

へ
の
誘
導
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に

な
っ
た
。
質
の
高
い
宿
泊
や
食
の

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
が
進
み
つ
つ

あ
る
ほ
か
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動

手
段
）
の
開
発
も
進
め
て
い
る
。

那
覇
空
港
と
北
部
地
域
を
結
ぶ
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る

が
、
こ
の
稼
働
率
が
上
が
っ
て
き

た
。
こ
れ
ま
で
北
部
地
域
へ
の
観

光
は
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
が
大
半
だ

っ
た
が
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
、

そ
の
先
の
２
次
交
通
、
３
次
交
通

を
利
用
し
、
今
ま
で
行
っ
て
い
な

い
と
こ
ろ
に
行
く
流
れ
が
出
て
き

た
。
こ
う
し
た
エ
リ
ア
全
体
を
捉

え
た
開
発
に
よ
り
、
那
覇
市
や
恩

納
村
に
集
中
し
て
い
た
旅
行
需

要
、滞
在
需
要
が
分
散
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
瀬
戸
内
の
小
豆
島
で
の

開
発
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導

入
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
課
題
に
対
し
、
シ
ェ
ア
サ
イ

ク
ル
を
導
入
し
て
い
る
。
使
い
方

の
自
由
度
の
高
い
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ル
を
乗
り
捨
て
な
が
ら
、
各
地
を

周
遊
し
、
バ
ス
も
利
用
す
る
こ
と

で
新
し
い
移
動
の
流
れ
が
出
て
き

た
。
定
番
観
光
の
寒
霞
渓
で
は
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
映
像
を
観

光
客
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
受
け

取
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
運
用
を

進
め
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で

従
来
よ
り
も
滞
在
時
間
を
伸
ば

し
、
さ
ら
な
る
消
費
を
生
む
コ
ン

テ
ン
ツ
を
模
索
し
て
い
る
。

　
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
状
況
や
課
題

が
異
な
り
、
取
り
組
み
方
も
違
う

が
、
地
域
が
エ
リ
ア
全
体
と
し
て

良
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
各
地
で
成
果
が
出
始
め
て

い
る
。

　
―
―
地
方
創
生
が
国
の
政
策
課

題
と
な
る
な
ど
、
旅
行
消
費
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
に
幅
広
く
裨
益

ひ
え
き

す
る
観
光
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て

い
る
。

　
山
北
　
観
光
を
き
っ
か
け
に
副

次
的
な
効
果
が
地
域
に
広
が
る
こ

と
が
あ
る
。

　
例
え
ば
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
瀬
戸
内

の
玄
関
口
、
高
松
港
の
高
松
市
中

央
卸
売
市
場
内
に
あ
る
う
み
ま
ち

商
店
街
に
、
瀬
戸
内
の
観
光
交
流

拠
点
と
し
て
「
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
」
を
開
設
し
て

い
る
。こ
の
中
に「
ク
セ
モ
ノ
ズ
」

と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。
こ

こ
で
は
流
通
に
向
か
な
い
未
利
用

魚
や
規
格
外
の
野
菜
な
ど
の
未
利

用
食
材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
ク
セ
モ
ノ
ズ
」
を
地
元

の
小
学
生
が
校
外
学
習
で
見
学
し

た
こ
と
を
契
機
に
、
子
ど
も
た
ち

の
発
案
に
よ
っ
て
未
利
用
魚
の
ハ

モ
な
ど
を
使
っ
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ

ー
が
開
発
さ
れ
、商
品
化
さ
れ
た
。

空
港
や
土
産
店
な
ど
に
並
ん
で
い

る
が
、
商
品
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

響
い
て
か
な
り
売
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
」
に
は
、
交
流
ス

ペ
ー
ス
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
が
あ
り
、
年
間

件
ほ
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
地

域
の
情
報
を
発
信
す
る
だ
け
で
な

く
、
地
域
と
企
業
を
結
ぶ
場
に
も

な
っ
て
お
り
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
が
地
域
の
観
光
振
興
に
関
心

を
示
し
て
参
入
し
て
く
る
な
ど
、

外
部
の
新
た
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術

を
地
域
に
引
き
寄
せ
る
役
割
も
果

た
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
観
光
に
は
、
地
域

に
新
た
な
ス
ト
ー
リ
ー
や
活
力
を

も
た
ら
す
力
が
あ
る
。
各
地
の
旅

ホ
連
会
員
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

連
携
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
良

い
流
れ
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　（

面
に
続
く
）


